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2．1概要

　近年における橋梁の計画・設計を行う際には、構造性能と耐久性能を考慮した高品質で経済的な橋梁

形式が求められる。そうした中で、いかにして橋梁のデザイン性を追求し、反映していくべきなのかが

本研究会の重要な課題である。

　図2．1．1に示すように従来の橋梁形式
は、地形条件に基づいて支間割。支間長の　　　　　　　　地形’地質’環境条件の検討

検討を行い、その結果から適用可能な橋　　　　　　　　　　　　・轡　（架橋地点の設定）

梁形式を抽出し、さらに、r経済性」・r構　　　　　　　　　　　橋長の決定

造性」・「施工性』・r景観性』等の検討　　　　　く従来＞難　　　　　　　　i・i嚢〈今回の検討＞

を行い選定する．したがって、橋梁形式　　　毒　　　謬
の選定を先に行うため、施工条件の制約　　支間割0支間長の検討

が多い箇所では、明らかにコスト高とな　　　　　　　　粥撮∫｝

る施工の難しい橋梁形式が比較案に挙が　　　橋梁形式の抽出

り作業の手間を増やしている等の問題点　　　　　　　　轡　　　　　　　　鞍

がある。

　そこで本章では、ケーススタディー箇

所として設定した架橋地点に対して、ま

ずその地形・架設条件に適した施工方法

について検討し、次に各施工方法に適し

た橋梁形式を抽出する。抽出した橋梁形

式から比較案を提案し、「経済性』・「施工

性』・r景観性』等について検討する。

橋梁形式の選定

1。経済性

2．構造性

3．施工性
4．施工実績

等で選定

i鱗翻織li

橋梁形式の抽出

橋梁形式の選定

1．経済性

2．構造性

3．景観性

等で選定

図2．1．1橋梁形式選定フロー

2．2検討方針

　既往の架設方法に関する書籍の多くは、鋼橋、コンクリート橋、下部工毎に別々になっており、一連

にまとめられているものが無いことから、2．3では、鋼橋とコンクリート橋における一般的な架設方法

について、架設工法の種類と各工法の特徴、工法の選定フロー、架設工法と架橋条件との関係、架設工

法と橋梁形式との関係等を整理する。

　2。4では、ケーススタディー箇所として代表的な地形条件である「山岳部」と「平野部」を取り上げ、

両者について、2．3での整理に基づき適切な施工方法を選定する。選定された各施工方法に対して適用

可能な橋梁形式を抽出し、その中から比較案を提案する。
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2．3　現状における上部工橋梁形式の選定とその施工方法について

　橋梁の建設に際しては、架橋条件により架設工法が限定され、その工法に適した橋梁形式の選定が必

要となる。本節では、鋼橋及びコンクリート橋における架設工法の種類と適用性を整理し、各架設工法

に適した橋梁形式の選定にあたっての基礎資料とする。

2．3．1鋼橋における架設工法と橋梁形式

（1）鋼橋における架設工法の種類と特徴

　鋼橋における各架設工法の特徴と架設事例を表2．3．1に示す。

表2．3．1鋼橋における架設工法の種類と特徴

架設工漢

①

套

護

霧
粟
シ

②

ケ
匪
議
海
ウ
膨

匪
ン

③

送

出

じ

④

餐
コ
薫
ラ
崔
ク
膨
ぼ
簗

・トう冴ウタ臣一ン

　　　ペ艶5工法

・トラツタウ』詔一ン

　　　ー括架設工怯

など

・謎一ツ謳クレー》

　　　べ》瞬墨法

・奪一劉態量咳嚢ション

　　　薄品凹工法

・ゲー鈎曜眩タシヨン

　　　縣蔑卿辺法

准ど

・送出し鉱綾

・架設桁工演

塚8

・陽無う編ウ鞍鱒款

　　　鍍鞍睦里法

・5曼嬬ラ馴ケ膨噛》

　　　片詩鴛曇訟

な叢

特 徴

橋体の組立て、架設にトラッククレーンを用いる方法で、

最も一般的な工法。仮設備も少なく、TICの機動性も優れ
て、最も容易である。

　　自走式
　　クレーン草

L
橋体の組立て、架設、運搬にケーブルクレーンを用いて仮

設する工法。吊橋のように張り渡されたケーブルからハン
ガーロープにより橋体を吊り下げ架設するため、桁下空間

の制約に左右されない。

　　　　　　キャリアー　　　　トラッケケーブル

　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　卿

橋体を取付け道路上、既設桁上あるいは仮設軌条桁上で組

立て、橋軸方向に送出して据付ける工法。送出しヤードの

確保が必要だが、桁下空間の制約に左右されない。曲線桁

への対応も可能でR＝150m程度まで実績がある。

台車
送出し装置　　　　手砥べ機

台車 ロ　フ

『

」
『

ローラー

橋体の組立て、架設にトラベラークレーンを用いて架設す

る工法。クレーンの自重による橋体の照査が必要だが、桁

下空間の制約に左右されない。

　　浮上がり防止金具　　　　　　トラベラークレーン

架　設　事　例
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架設工洗

⑤

フ

ロ

陰
テ
イ

ジ
緩
ク
レ

1
ン

⑥

台

船

⑦

新
工
法

新
技
術

・翼環　酔云楼財グ

　ク珍一ンベント工法

・フロ罵ラ5イング

　　　　ー括架設■法

なゼ

・台船一括架設霊法

・一括扇上蓄1拗：法

な醤

・ジャッギアッ謎

　　　　回転架設工法
　　　　　（※図、写真）

・張出も架設工法

・都市蔀における急逮施工法

など

特 織

水上部分の橋体を架設する場合に、大型フローティングク

レーンまたは現地で組立てる可搬式フローティングクレ
ーンを用いて架設する工法である。設備費用は割高となる

が、一括架設など、大ブロックでの架設となるため、架設

工期は短く、高所作業も少ない。

橋体を台船に載せて架設地点まで運搬し、干満差あるいは

台船への注排水による高さ変化を利用して架設する工法。

設備費用は割高となるが、一括架設など、大ブロックでの

架設となるため、架設工期は短く高所作業も少ない。

山岳部、都市部など、架設地点の条件が非常に厳しく、一

般的な工法の選定が困難な場合において、開発、施工され

た工法。足場ヤードの削減、高所作業の減少、工期短縮な

どの工夫がなされている。

セツト肋　　謬回転　セント励
　　　　ジやツキツフ　　　　　　ー一一P
　　　　　　　曾
　　　　　ワイヤ
Ai

P夏

ウィンチ

P3

　　A21A”A”

P5ベント

架識纂例

；・；磁暴

（2） 鋼橋における架設工法の選定方法

鋼橋の建設の際に適用される架設工法は、一般的に以下のフローチャートにより選定される。

訂煎τ－

1

r一一…①トラツ

架設地点は

　阯か
　桁下までの
搬入路はあるか’

㌧：ノ

潮回し又は桟柵
殴置は可能か 1ノ

夘一ンの作粟ヤード

　はあるか

①トランククレーンー 　r一一一一一②ケーブルクレーンー

禰箪

墨麗1i

r一一　　　③送出　し

i嘩コー

i画

卜

　上略7づ形式　1
ヒ〒蕗ア弱颪「

　憾寛慨励詠
・一纏畠り滋法『『

　　上路ア→形式
　卜一一一一一一：

o富2卜

””1…”””④トラペラークレーン””－一1

構駆］㎜㎜藁

ii剛屠i

纏翻、睡劉

r一　　⑦新工法・新技術一一一一、

麗羅蜀←斗一一一一」

注）　　一一一〉　；YES　　一一『）　：NO

　　　橋梁形式がラーメン形式の場合は、上路アーチ形式に準じて選定する．

　　　＊1；1桁、箱桁形式の場合は、ケーブルエレクション工法選定前に、送

　　　　出し工法の可否を検討し、不可となった場合においてケーブルエレ

　　　　クシgン直吊り工法を選定する．
　　　＊2＝上路アーチ形式の揚合は、地理的条件の整備・改良を行うことを前

　　　　提にして、ケーブルエレクション斜吊り工法を選定する．

　4，図中各工法について、横取り工法との併用が有利か検討する．

図2．3．1鋼橋における架設工法の選定フロー

74



虜亨2章　葱ユ瑳乏緬矛】らノ召つめ6務のテ“1ゲ》ゲン

（3）　鋼橋における架橋条件に適した架設工法と橋梁形式

1）　鋼橋における架橋条件と架設工法の適用性

　　各架設工法を適用するにあたっての架橋条件を整理すると表2．3．2の通りである。

表2．3．2架橋条件と架設工法の適用性

架般工　法 架　橋条件簿 徽　　考

①
ト愚ツケタレ騨ン
　　　　ベン蟄工法

1）陸上部で、ベントおよび桁の架設地点までのトラッククレーンが進入できること
2）流水部でも瀬回しまたは桟橋等によりベントの設置が可能でトラッククレーンが侵入でき

蕪
障

　ること
3）供用中の道路を作業帯とする場合、交通規制により自走クレーン車が進入できること

1
7
樹

4）ベントの設置およびトラッククレーンの据付に必要な地耐力が確保出来ること

ク
ケ 藤ラ想擦ウ』樋シ 1）トラッククレーンの進入は可能であるが、ベントの設置が不可能な場合 架設時の橋体強
膨 一括架設孟法 2）桁架設地点付近に橋体組立てヤードが確保出きること 度確認が必要
巳 3）吊り荷重に見合ったトラッククレーンが調達できること
ン 4）トラッククレーンの据付に必要な地耐力が確保できること

艇一謎ルケレージ 1）ベントの設置は可能であるが、トラッククレーンの進入が不可能な場合
ペント工法 2）ケーブルクレーン設備の設置が可能なこと

②
①鉄塔・アンカー設備およぴ荷取ヤードの設置が可能なこと
②桁下に鉄道およぴ架空線等がない場合

3）鉄　支　が250m程度以下の場合
ゲ
ー
ツ
ル
ク

幾一鐵ル皿レゆ鎗ヨシ

　　　　直吊り工法
1）ベントの設置並びにトラッククレーンの進入が不可能な場合
2）ケーブルエレクション設備の設置が可能なこと
①鉄塔・アンカー設備およぴ荷取ヤードの設置が可能なこと
②桁下に鉄道および架空線等がない場合

3）鉄塔支間が150n程度以下の場合
レ
ー
ン

ケー嶽ル薫レ顔シヨ艶

　　　　斜吊馴墨法
1）ベントの設置並ぴにトラッククレーンの進入が不可能な場合
2）ケーブルエレクション設備の設置が可能なこと
①塔・アンカー設備およぴ荷取ヤードの設置が可能なこと

架設時の橋体強
度確認が必要

②桁下に鉄道および架空線等がない場合
3）鉄塔支間が250m程度以下の場合

送出慈革叢 1）桁下空間に次の制約がある場合 架設時の橋体強
①鉄道道路がある 度碗認が必要
②通行規制をし難い主要道路がある
③ベントが設置できない河川、山間渓谷部である

③ ④トラッククレーンが侵入できずケーブルエレクション設備の設置が不可能な場合
2）送出しヤードが確保できること

送 3）　断勾配が5％程度以下である，と
出 栗殻斯工訟 1）桁下空間に次の制約がある場合
膨 ①鉄道道路がある

②通行規制をし難い主要道路がある
③ベントが殻置できない河川、山間渓谷部である
④トラッククレーンが侵入できずケーブルエレクション設備の設置が不可能な場合

2）送出しヤードが確保できる，と

④
蔭量礎ラーウ膨需ン

　　　　ペン藁工法
1）桁下にトラッククレーンが進入できずケーブルエレクション設備の設置ならびに送出しヤー
　ドの確保が、ともに不可能な場合

架設時の橋体強
度確認が必要

5
り

　7
ケベ 塾ラペラーウレ醐ン 1）桁下にトラッククレーンが進入できずケーブルエレクション設備の設置ならぴに送出しヤ 架設時の橋体強
レう

』』蜘

翻

片持ち鑓法 　一ドの確保が、ともに不可能な場合
2）桁下空問にベントが設置できない場合で、アンカー設備の設置が可能であること。

度確認が必要

⑤
7日一ディン馨
ク臣一ンー括架殻工法

1）桁の架設地点までフローティングクレーン（以下FC）が進入できること
2）流速、潮流が2ノット程度以下であること

架設時の橋体強
度確認が必要

3）吊り荷重に見合ったFCが調達できること
ワ 4）架設工期が制約される場合
ロ
匿
【

5）橋体を搬出できる岸壁や、揚重設備を碓保できること

欝鐸
7ロー・季インi

う』獄ン醜ン盛工濫
1）FCまたは可搬式FCの使用が可能で、かつベント設備の設置が可能な場合
2）流速、潮流が2ノット程度以下であること

台船一撫架隷里法 1）桁の架設地点まで台船が侵入できること 架設時の橋体強
2）流速、潮流が2ノット程度以下であること 度確認が必要

⑥ 3）桁下から水面までの高さが7m程度以下であること

幽
同

一括吊滋げ並法 1）桁の架設地点まで台船が侵入できること 架設時の橋体強

艦 2）流速、潮流が2ノット程度以下であること 度確認が必要
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2）　鋼橋における架設工法と橋梁形式の適用性

各架設工法に対して、適用可能な橋梁形式は、表2．3．3に示す通りである。

表2。3．3　橋梁形式と架設工法の適用性

　　　　　　播梁形義

架　設　怨法

鐵
権
騰
＝
籍
桁
）

蘂
蒙
籍
桁
思

曲
ゴ
線
桁

繋
純
医
肇
ス

鶏
『
続

区
肇
鍛

欝
路
ア
雍
携

餐
灘
口
・
妻
懸

下
路
ラ
盤
灘
華

ヱ
鶏
．
顕
】
ヂ

灘
路
蹴
1
懸

墨
路
ラ
蕩
ガ
1

う
璽
ゴ
メ
ン
、
橘

瀬
張
摺

㊤隠卿轍一鰍・
陽ツウ9撰一ン践ント曇法 ◎ ◎ ◎ ○ ○ △ △ △ ○ △

，隠漫倣一彰一ンー撒臓：法 ◎ △ △

②蘇一ブルク膨一箆

彙一肇ルク絃一》鑑蝉蓑歪法 O ○ ○ O △ O ○ O △ ○

ゲー鋤騰盤ク盤ヨ》獲鵠サ韓蟄 △ △ ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◎

ケー調購鰹憂薮ヨン斜吊9工法 △ △ ◎ ◎ ◎ ◎

③送出彫
送鐵曝コ戦 ◎ ◎ ○ ○ O ○

架額桁工法 O O ◎ ○

④トラベラーケ慢一シ』・
睦骸磯ラーケ膨一㌘菰餓蔭曇法 △ O O O ◎ ○

トラペラ醐ウ鯨一ン轟難葛醤屡法 ○ ◎ ◎

1⑤フロー駅蒸ングウ骸一静
7ロー闘照診舅駐レー灘一括架穀玉法 ○ ○ ○ O
ツロー薬鑓診磐グレー艶濃誹鯵工法 ○ O ○ O ◎

⑥登　　船
台船一繕架護ヱ法 ○ ○ O O O O
一括福上げ墨法 △ △

（4）　鋼橋における橋梁形式と標準適用支間長

　各橋梁形式に対して、標準的な適用支間長は、表2．3．4に示す通りである。

表2。3．4　橋梁形式と標準支間長

　　　　支間長耐
鷺梁鱒塵 　　　　　翻　　　　　　　m　　　　　　　亜50－　　　　　200　　250　　鵬　　　1㈱　　2000　　2鵬

妻0⑳3醸鱒　　　50　7080PO　　1欝12el3σ照0　　要閃葉7018a190

プ
転
1
卜
、
ガ『
1
ダ
1

難綾擶“・繍鱒

運嫉擁“・箱鱒

韓撒蛍嶽拳轍転

轟撒蛍繍蘇緬

鱗床籏嶺

卜　・

誘
羅

類紘鱒ス　・

鎮藤鱒ス

諺
裏
曇
系

アーテ

下籔ローゼ

ゴ羅廣ラン激一

翁陥ロ由紐

卑蹟ラン銀一

ラー一ン犠一

鱗　張楕

吊　　繍

團：撮準的な支間長 〔二二ニコ：適用可能な支間長
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2．3．2　コンクリート橋における架設工法と橋梁形式

（1）コンクリート橋における架設工法の種類と特徴

コンクリート橋における各架設工法の特徴と架設事例を表2．3．5に示す。

表2．3．5　コンクリート橋における架設工法の種類と特徴

架設工法

璽
繋
嚢
嚢

②
タ
杉

贋
糞
架
設
ヱ
法

③
併
用
架
設
工
法

④
固
定
叢
傑
工
架
設
墨
法

＿
、
⑤

　場
所
撫
揉
持
架
設
叢
法

・一紐柵架購霊法

・鱗県桁架設玉法

自走ク捻一潔叢箪法

・朗型ク臣一ン巫法

・フロー赤鷺ンダ

クレー源ヱ法

・架殿桁i架設鑓法

車自毒ク鰺一酵叢玉法

羅目型タレーン工法

崇架設桁架股工法

・枠継麦保ヱ

・支柱弍支爆工

・片持架殻罵i移動

作業茸燦設

特 徴

・架設径間に予め架設桁を据付、引出し軌道でPC

桁製作ヤードからPC桁を引出し、架設桁を支持
桁として架設する。

・架設桁架設工法は、架設桁設備の他に、横取り設

備、引出し設備、桁吊り装置設備等を組合せて架

設する。

・架設桁設備としては、一組桁設備及ぴ二組桁設備

があり、PC桁の質量により使い分けるが、鉄道

線路上、交通量の多い道路上等の特殊条件の場所

では二組桁設備を使用することが多い。

・橋台背面または、架設地点の桁下へ自走クレーン

車を据付け、運搬されたPC桁を吊上げ据付ける。

　自走クレーン車の使用台数により「単吊り架設」

　と「相吊り架設」がある。

・架設される橋梁を跨いで門型クレーン設備を据付

　け、運搬されたPC桁を吊上げ据付ける。固定式

の門型クレーンを使用する定置式門型クレーン
工法と設置した軌道を移動する自走式門型クレ
ーン工法がある。

・河口など水深の深い架橋地点の架設にはフローテ

　ィングクレーン工法がある。

・現場条件が特殊な場合に採用される架設工法で、

主として、架設桁設備とクレーン設備を組合せた
工法。

・架橋地点が鉄道線路上または、交通量が多い道路

上等で作業時間が制限されている場合に採用さ
れる。

・多径間にわたる橋梁で、PC桁製作ヤードが取付

け道路上、あるいは高架上に設置できない場合に
採用される。

・架設支点に支保工を組立て、PC桁を場所打ちす
る架設工法。

・架橋地点の桁下空間に障害物が無く、支保工を支

持する基礎地盤が平坦かつ良好である場合採用
　される。

・架橋地点に河川や道路が横断する等、桁下空間を

一部あるいは全部を確保する必要がある場合で、

支保工高が高くなる場合や地盤が軟弱で集中的
な基礎を設けた方が有利な場合は、支柱式支保工
が採用される。

・長大支間橋梁で桁下空間に左右されることなく架

設する場合に有利。

・橋脚柱東部に、片持架設用移動作業車を据え付け、

柱頭部より両側に向かって、1ブロックずつ順次

　張出し架設を行う。1回当たりの施工ブロック長

は使用する移動作業車により2～5mの範囲とな
　る。

架設事例

磯
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架設墨法

霧
歯
蘂
盤
法

⑦
弐
型
移
動
支
保
工
架
設
工
法

霧
饗
藷
毒
圭
法

⑨
張
出
し

架
設
工
法

⑩
新
工
法

新
技
術

・集中鍮式揮出し梁設璽法

・分散方式揮幽し架設玉法

・大型移動支保工架設歪法

吊桁式移動支保工工法

・受桁式移動支保工工法

・架設桁架設

・移動式作業車架設

・クレーン架設

タワーヱ孫クション架設

醸ア望ング工法

・ア鰹チ斜吊工法

・奮戴アーチ工法

・アー勢ゼントル工法

ピロン式工法

・メラン式工法

・併用工法

特 徴

・橋体の先端に鋼製手延桁を取付けて、押出し装置

を用いて橋体を順次架設径間前方に押出し架設
する工法。

・一般に押出し架設工法に適用される径間長は30
～60m程度。

・支保工、型枠設備、荷役設備等が一体となった大

　型移動支保工設備により、一径間毎に移動しなが

　ら橋体を製作、架設する。

・一定規模以上の多径間橋梁に有利。

・大型移動支保工設備は、高度に機械化されており、

急速施工、省力化を可能とするとともに施工管理
　が容易。

・大規模の多径問連続桁や、都市内高架橋等の架設

　に適した工法であり、適用笹官庁は20～40ミ
　リ程度。断面形状は中空床版橋、多主版桁橋、箱

　桁橋が多い。

・型枠受けに脚柱を取付け、コンクリート打設時に

はこの脚柱でコンクリート荷重を受け、コンクリ
ート硬化後、プレストレスを導入した後ジャッキダウンして

脚柱を縮めるか折りたたんで、脚柱の下方にセッ

　トされた車輪または台車により次のスパンに移
動する。

・プレストレスブロックをストックヤードから架設地点ま

で運搬し、ブロックを所定の架設位置まで吊上げ

　または吊下げた後PC鋼材を通し、接着剤を塗布

　してブロックを引き寄せ、最後にPC鋼材を緊張
する。

・吊上げ方式として、移動式作業車や架設桁などが
　ある。

・山岳部、都市部など、架設地点の条件が非常に厳

　しく、一般的な工法の選定が困難な場合におい

て、開発、施工された工法。足場ヤードの削減、

高所作業の減少、工期短縮などの工夫がなされて
いる。

架設事例

轡織撫、．

　　　　　　　　撫．『”献』『｛鑑
叢鐡、．　　　　　　　鑑、
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（2）　コンクリート橋における架設工法の選定方法

コンクリート橋における架設工法は、以下のフローチャートにしたがって選定するこ とができる。

架設地点、附近製作ヤード　　　　桁製作　　　　架設地点

一径問

S　TART

径間数

構造型式

運
続
桁
　
　
　
　
　
　
架
設
地
点
後
方
　
　
　
　
　
　
製
作
ヤ ード

桁製作
方法

連
続
施
工

コケ少卜　　　分割

場所

架設地点附近製作ヤード 桁製作　　　架設地点

単純桁

打設方法

分割　　　桁製作

工
場
　
　
　
　
　 工　　場

場所

地盤　　　型粋支持

全径間または

径間毎に組立

解体

方法

方法

ロック桁
括
　
　
　
　
　
　
　
　
運
　
　
　
　
　
　
　
　
搬 ブレテン桁

上
の
架
設
機
様
　
地
盤

　　　　　　桁製作
橘
　　　　　　方法
脚

架
設
地
点
橘
体
又
は
橋
脚
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
空 中

ブロック撞合

型枠支持

　方法ブレキャスト

　　桁

　　　　　　　重量台車
　　　　　　　高架橋上

主桁製作　　　取付道路上

酔支保工

立．解体

場所

　高架橋下　　　　　　　　　　　　トレーラー運搬

　　　　　　可　　　　　　　　　　　　　　　不可

径問毎に移動
ブレキャスト

ブロック工法

桁運搬方法

桁下空間

　の利用

径問毎に

　一括　　　桁製作全径問桁

下利用 場所

ブロック

按合地点

不
可

可 分
割

支
保
工
上

③併用架設
①トラガクレウ

　架設

¢Fl形クレーン

　　架股

②架設桁

　架設

㊦固定式支傑1

　　架設

⑧損堆式移勤

支保工工法

⑦大型移勤

支保工工法

⑤片持架設

　工法
⑨張出し

架股工法

①固定式

支保工工法

⑧押出し

架設工法

トラガケレーン

トラベラ｝クトン

上路式

抱込式

吊下げ式

支桂式支保工

枠組支保工

梁式支保工

併用工法

吊桁式移勤

　支保工工法

受桁式移勤

　支保工工法

サポrト舛プ

バ励●吻イプ

架設作藁車

架設作藁車
と補助桁

P＆Z式移動
支保工工法

架設桁架殴

移勤式作粟車
クレーン架設

タワーエレク

シ暫ン

クレーン架設 集中方式
（1レRS）

分散方式
（路γ）

図2．3．2 コンクリート橋における架設工法の選定フロー
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（3）　コンクリート橋における架設工法と橋梁形式の適用性

各架設工法に対して、適用可能な橋梁形式は、表2．3．6に示す通りである。

　　　　　　　　　　　　　　表2．3．6橋梁形式と架設工法の適用性

　　　架設皿藻
播梁形式

ゆ
欝
》

禦
・
殺
桁
架
毅

・盗鑓蒙保

鐵

移
難
・
藁
傑
灘

擦
出
鞍
架
護

張
出
魑
架
設

縫聴

単純癒橋

麿版楮 0
響骸湧謙桁 O

丁桁橋

　粥ス艶聲橋 O O
合戒権橘 O O

単純籍権磯所載輯融　　』
禦窒座版桁 O

O

髄撚騰架設労式蓮続桁
際綴橘 O
霊桁橘 O O
登戴桁楼　、 O O

蓮綾桁犠

中窪庫叛揖 O O
霜稀嫌 O O O O
版締橘 0 O

ラー屡ン鵜

丁薫一蕪蒙 O O
還続最一雲シ橘 O O
叢ゆ翼灘瀦 O
薫の聾の議一メン楕 O O　。

斜張橋 O O
旗一岳橋 O O

※新工法・新技術（アーチ斜吊工法、合成アーチ工法、アーチセントル工法、ピロン式工法、メラン式工法、併用工法）

（4）　コンクリート橋における橋梁形式と標準適用支間長

　各橋梁形式に対して、標準的な適用支問長は、表2．3．7に示す通りである。

　　　　　　　　　　　　　　　　表2．3．7　橋梁形式と標準支間長

　　　　　　薫闇畏輔
構纏無式 　　　　　　　50　　　　　　　10α　　　　　　　誕50　　　　　　　蜘　　　250　　　600　　1㈱　　　20⑳　　　2㈹

臓塗σ釦　類　　　◎0　望0　8礁9蔭　　11簸埋0雪30響覗　　　董60翔01副陰1ge

堪纏擁橘
硲幽翼賑）

床瞳措 翻【プ励制（ク励架聞

…梅繍 鴨錨桁1、∫繍窯，架庶架設徽，

蚕籏耀補 囲隔】㈱，架設桁架設）

単纏齢構
鰻鯨繰ぢ樵》

鱒窒床極旛 醗個定糞傑工》

籍楡櫃 （固定支像工）

罪躯樽x糖
壌霞寿震
遷纏権

床掻橋 屡翻（ケレーン轍）

一権橋 秘読讐㌧架峠設桁架設）

念薦糀橋 囲（クレーン架設，架設桁架働

一遷縫稀桐

車空床脈繍 翻個定鰍工，移動支録工）

籍糀頻、

　　（固建実像工）

（　　録工》
　　（搾出し架設）

（彊出し架設）

醸桁檎 團個舷像工，馳冥傑工》

夢一罫盤頓

覧一触禰
〔固　気傑工）

　　　　（張出し架殴》

隷鵜

籔鋤櫃
（固走藁傑工）

（張出し架設》

有艦躍
機勉糟

（張出し架設）

【有ヒンジ固定梁橋1（張出し架設》

驚の礁の
継糠橋

（　　傑工》

　　〔彊出し架設）
〔固定糞爆工）

鱒張柵 （　　　　工

（張出し架設〕

驚酬渋掴 ｛支係工，張出し架設，ロアリングエ法，等）
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2．3．3　下部構造形式と特徴

（1）基礎構造

基礎形式の種類と特徴を表2．3．8に示す。

表2．3．8　基礎形式の種類と特徴

形式

①

凄
護

②

杭

基

礎

③

献
1
ソ

ン

基
礎

霧
箋

、馨

礎

鑑
霊
整
礎

特 徴

・施工面より比較的浅い位置にある良好な支持層に、直接フ

ーチングを施工し基礎構造とする。

・オープン掘削及ぴ土留め掘削により、支持層まで掘削しフ

ーチングを施工する。

・比較的深い位置に良好な支持層がある場合に採用される。

・杭の構造は、掘削した部分に組んだ鉄筋を設置しコンクリ

ートを打設する場所打ち杭、鋼管やコンクリートにプレスト

レスを加えたPHC等の既製杭、大型の施工機械が設置できな

いような急峻な場所で人力により掘削を行い、鉄筋の配

筋、コンクリート打設を行う深礎杭等がある。

・主に河川などにおいて、深い位置に良質な支持層がある場

合で、大きな支持力を要求される場合、杭基礎での施工が

困難な場合に採用される。
・工法はオープンケーソン工法とニュー呼ックケーソン工法がある。

　（オープンケーソン工法）

・ケーソン内の土砂をクラムシェルやクラプバケット等で掘削、排出しなが

　らケづンを沈下させ、所定の支持層に到達させる。
　（ニュー拶ックケーソン工法）

・ケづン下部に作業室を設け、作業室内に圧縮空気を送り込ん

で作業室内の水を排除し、人力・機械により掘削、排出し

ながらケーソンを沈下させ、所定の支持層に到達させる。

・河川内等で仮締め切りが必要な場合に採用される。鋼管矢

板を井筒形等に配置することで、杭基礎と比べ剛性が大き
　くなる。

・仮締め切りと基礎本体を兼用することで、作業スペースを

小さく出来る。

・隣り合う鋼管矢板は、継手管を相互にかみ合わせることに

より連続性を図る。

・比較的深い位置に良好な支持層がある場合に、隣接する地

　中連続壁エレメントを相互に継手を用いて連結して一体

併合断面を形成し、その頭部に頂版を設けて、所要の支持

力等を得られるようにした基礎形式。

・壁状に掘削した部分に鉄筋を配筋しコンクリートを打設す
　る。

施工薬例

　　’ム｝　砂庖馳の婚を　　　　　　　　　　　　　b》　書讐㊧囎

　　　　　　国，一魑　醐■基裂の顔工飼

郵嗣謙　　ワPンング　　㎜露∫　　紬かこ皿　　レミー”　一！7『1　晒剛蝋し
　　チi一プ皿　脚　　邑轟　　　　　　　卜π皿，？
　　込A　　　　　　　　　　　　　　　　　　一γ〆グ争
　　■鋼曜軌　　　　　　　　　　　　　　　i・rフ別線

　　　　　　　　　　　辱
■一ら1．1　場所垂∫ち楓畝の筋丁手鳳〔オー身ケーシン刀昧，

　　、L坐＿　　　　　　　　　テツシ’柵
　　　　昌r』14　驚人クーソンτ漢

尻打魑

圃圧ハン▼一

クローラクレーン

鋼智ス叡

比u融鵬閣

施工毒法

・場所打ち杭基礎
　　オールケーシンクψ杭

　　リハ㌧ス杭

　　アースドリル杭

　　深礎杭
・鋼管杭基礎

　　打込み杭

　　中掘り杭
　　鋼管ソイ舵ルト杭

　　フ。レホ“一リンクψ杭

・PHC杭基礎

　　打込み杭

　　中掘り杭
　　プレホ㌧リング杭など

9オープンケーソン

・ニューマテックケーソン

など
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（2）基礎形式と標準適用範囲

　各基礎形式に対して、標準的に適用可能な施工深さは表2．3．9に示す通りである。

表2．3．9　基礎形式と標準適用施工深さ

　　　　　　深獲

ヱ種

施巫深毒繍勢

10　　　20　　　30　　　40　　　50　　　60　　　70　　　80　　　90
直接墓礎

P捌c蟻
鋼管携 蜜

場所

排ち杭

ベノト杭

リ欝ス杭

深礎杭

膨ソン抗
オープ艶ケー製ン

コ瓢舜憩妙一ツン

鋼管矢板墓礎

地中運続墓礎

（3）施工性と基礎形式

1）　施工条件と基礎形式の適用性

　　　一般的に基礎形式に対する必要条件（施工条件）は、表2．3．10の通りである。

表2．3．10　基礎形式と施工性

形　畿 施工機械 施　ヱ　性

直接基礎 バックホウ等 ・水深5m以上の水上施工は困難。
オールケーシング掘削機、 ・水上施工は困難。

於脾一シンゲ杭
全回転型オールケーシング掘削機、

ケーシングチュープ、クローラークレーン等

・振動・騒音が大きい。

・掘削機等施工機械が大型で、重量が重く据付地盤の強度が必
要。

リハ㌧スサーキュレーションドリル、 ・施工機械が小さいため、水上や狭隆部での施工が可能。

場
所

リ’、襲決杭
クローラークレーン等 ・空頭制限をあまり受けない。

・掘削土の処理設備のスペースが必要。

打 ・低振動・低騒音工法に対応できる。

ち
杭 獲浅医’脇杭

クローラー式アースオrガ、

クローラークレーン等

・水深5m以上の水上施工は困難。

・低振動・低騒音工法に対応できる。
クラムシェル、トラッククレーン等 ・水上施工は困難。

杭
基
礎

深礎杭

駄力掘削）

・酸欠空気、有毒ガス等の発生する恐れがある場所では不可
能。

・人力掘削のため、狭隆部、傾斜地、重機搬入不可能な場所等、

他工法では困難な場所での施工が可能。
クローラー式杭打ち機、 ・杭打ち機が大きいため、狭陸部での施工は困難。

欝込み杭 ハDイルハンマ、クローラークレーン等 ・杭打ち機を施工箇所に配置するための搬入路が必要となる。

・振動・騒音が大きい。

アースオーガ中掘り機、 ・杭打ち機が大きいため、狭隆部での施工は困難。

中掘妙杭 クローラークレーン等 ・杭打ち機を施工箇所に配置するための搬入路が必要となる。

鋼 ・低振動・低騒音工法に対応できる。

管
杭 鋼管

ソイルセメント杭

・水上施工は困難。

・杭打ち機が大きいため、狭険部での施工は困難。

・杭打ち機を施工箇所に配置するための搬入路が必要となる。

・水上施工は困難。

プ膨ボー臓グ ・低振動・低騒音工法に対応できる。

杭 ・杭打ち機が大きいため、狭隆部での施工は困難。

・杭打ち機を施工箇所に配置するための搬入路が必要となる。
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形 饗 施ヱ機絨－ 施工性
クローラー式杭打ち機、 ・杭打ち機が大きいため、狭険部での施工は困難、

打込み杭 パイルハンマ、クローラークレウ等 ・杭打ち機を施工箇所に配置するための搬入路が必要となる。

・振動・騒音が大きい。

杭
墓
・
礎

糊藍続
幣掘刻杭

アースオーガ中掘り機、

クローラークレーン等

・杭打ち機が大きいため、狭隆部での施工は困難

・杭打ち機を施工箇所に配置するための搬入路が必要となる。

・低振動・低騒音工法に対応できる。

・水上施工は困難。

ヲ難ポ肥膨翼 ・低振動・低騒音工法に対応できる。

杭 ・杭打ち機が大きいため、狭険部での施工は困難

・杭打ち機を施工箇所に配置するための搬入路が必要となる。
クラムシェル等 ・ケーソンの初期構築時の反力を支えるため、地盤の強度が必要である。

繊
垂

オ縦難一ソシ
・中間層にれき径が10（㎞r）50（㎞のれき層がある場合にも対応でき

る。

饗 ・地下水の流速が3m／min以上の場合にも対応できる。

ン
墓
礎 ，鞭撫難一簿

クローラークレーン、潜函用ショベル等 ・ケrソンの初期構築時の反力を支えるため、地盤の強度が必要である。

・中間層にれき径が100㎜～500㎜のれき層がある場合にも対応でき
る。

・地下水の流速が3ポ皿in以上の場合にも対応できる。
クローラー式杭打ち機、 ・鋼管杭基礎と同概仮締切りを兼用できる。

鋼驚矢板墓礎 バイプロ’・ンマ、 ・地下水の流速が3呼皿in以上の場合にも対応できる。
クラムシェル、ウわタージェット等 ・地表より2m以上の被圧地下水の場合にも対応できる。

地癖連続壁基鍵
掘削機ρ鯵ット式、回闘、
クローラークレーン等

・低振動・低騒音工法に対応できる。
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2）　施工条件と基礎形式の適用性

　各施工条件に対して、適用可能な基礎形式は、表2．3，11に示すとおりである。

表2．3．11基礎形式と施工条件

　　　　　塞礎形或

施麟灘

打魅み犠墓礎 票掘励難墓雛

響
撃
懇
釜
森

護
墾
琴
錘

燭所捻鑑杭墓礎 機伽

総
囲蔭執・

sc楼

鋼管槙

藁
膨
業
霧
ダ

一蒙糞
認
量
ス
縫
讐
隔

深
鍵

簸
ユ
1
マ
蚤
以
ク

蓼
ン

羅R
G
魏

段
獅
耀
執
S
¢
魏

羅嚢
式

嚢
i
嚢

コ
蓼
釜
萎

舞
式
嚢
嚢
コ
義
雀
，
1

藝
嚢

｝献

戴
遙
嚢

地
盤
条
盤

支持穫

態好の

状態

中閥層に織轍弱層がある △ O O 0 O O 0 O O O O O O O O O O O O
頃間曜纏極硬験層がおる O △ △ △ O O O O 0 O O O △ O △ O O △ △

票聞痛

健瓢き
があ覇

叢き経　　50磁以下 o △ △ O O O O O O O 0 0 0 O O O O O O O
熱き経50欄00m臨 O △ △ O △ △ △ △ △ △ O O O O △ O O O △

鱗き径10嚥獅瓢 O △ O O △

濱状鵬鰯る嬉盤淋濁る △ △ O O O O O O 0 O O O 0 O O O O O O 0

叢
難

毒
嚢

5蘇満 O O
5卿総m △ 0 O O O O O O O O 0 O O O △ O O O O △

15御25m △ O O O O O O O O O 0 O O O O O O O O
25御船m O O O O O O O O 0 O O O 0 △ △ 0 O O
40熊6燵m △ O O △ △ △ O O O O O △ O △ O O
50m以叢 △ △ △ △ △ △ △

交持層『

の土質

粘性轟｛20≦嚇 O O O O O O △ O △ △ O O O O O 0 O
砂・砂瓢きξ30藝爾 O O O O 0 O O o O O O O O O 0 O O O

傾斜菱駿鶴轍30纈鋤 O △ O O △ △ △ O 0 O △ △ O △ △ O O △ △

支袴層面の凹凸力鰍彰じ・ O △ △ O O △ △ △ O △ △ △ △ O o O O O △ △

堪下禦

の状態

塊下氷位嚢撒表衝近憾 △ O O O O O O O O O O 0 O O O △ △ O 0 O
湧氷蓋灘め獲多転、 △ O O 0 O O O O O O 0 O △ O O △ O O 0
地表諜軽2m澱の無堆下鑑 O O O O O △ △ O
地下氷流速3m／m袖腿 O O O O O O O △ O

構
遇
物
の
特
建

茎
鉛直荷篁力鰹灘、伎間⑳m以講 O O O O O O O O O O O O O O O 0 O △

鉛鷹綺叢が鞭俵間2蔭m鰍5鮒 O △ O O O O O O 0 0 O 0 O O 0 O 0 O O O
鉛匿荷勤鱗麟獅恥繊1 O △ O O △ △ △ O O o O △ O 0 △ O O O O
鉛直荷劃砒べ氷繍重醐・さ蓬、 O O O O O O O O O O o O O O O O O △ △ △

鉛権獄謝鍵硬暴獅穫五燃滋、 O O 0 O O O O O O O O O O O O O O O O
支機

，形式

』
窯 持．犠 O O 0 O O O O O O O 0 O O O O O
露擦杭 O O O O O O O O O

施
』
柴
牲

難
・
纏

蒙深5融未満　『 O O O O O △ △ △ △ △ △ △ O △ △ △ O
撒深5m以滋 △ △ O 0 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ O

盤楽甥励触随 O △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ O △ △

繍の纏 △ O O O △ △ △ △ △

裾撫む墜鱒 △ O O O O 0 O O O O O O O O O O 0 O
『鞭、

難
娠動騒慧撒 O △ △ O O △ O O O O △ 0 O O O O △

離棲撒にタ隷る彰響 O △ △ △ O O △ 0 O O O O O o △ △ △ △

○：適合性が高い　　△：適合性がある　　空欄：適合性が低い　　／：適合性が無い
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（4）橋台

一般的な橋台の形式と適用高さについて以下の表2．3．12に示す。

表2．3．12　橋台と適用高さ

橋台形或
ω 備　考、

10　　　　　　　2σ　　　　　　　30

　　逆で致
｛土僅低減工蟻の墳合）

6　　　　　　　　15

（ ）

ラーメン

籟　式
15

　　　　　睦
盛こ藤ピ
　　　　　睡

5　7 　　‘
妻iii『

（5）橋脚

一般的な橋脚の形式と適用高さについて以下の表2，3，13に示す。

表2．3．13　橋脚形式と適用高さ

精磁彬式
高　さ　㈲ 備　考

m　　　　　　　㈱　　　　　　　30

柱　　或
壁　　誌 離耀號翻冨
愚一撚》弐一

　繰脳

5 15

う一灘2式
　塗尉

15 25 且
逗　柱　裁

15

地形条件による選定の目安を以下に示す。

　①河川部…壁式橋脚（小判形、特例として円柱式）

　②平地部…柱式橋脚、壁式橋脚、ラーメン橋脚、鋼管・コンクリート複合構造橋脚

　③山問部…柱式橋脚、壁式橋脚、ラーメン橋脚（一層、二層）、鋼管・コンクリート複合構造橋脚

　④都市部…柱式橋脚、壁式橋脚、ラーメン橋脚、鋼管・コンクリート複合構造橋脚

　⑤インターチェンジ部…柱式橋脚、壁式橋脚、ラーメン橋脚、鋼管・コンクリート複合構造橋脚
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◇鋼管・コンクリート複合構造橋脚施工事例

東海北陸自動車道　鷲見川橋（岐阜県郡上郡高鷲村）

　　　・P　C4径問連続ラーメン箱桁（橋長436m）

　　　・橋脚高　P1：55m　P2：118m　P3：68m

施工工法：自昇式型枠足場システム

特徴：

　①橋脚躯体へのアンカーボルト埋め込み等の作業が不要であり、全足場を一体化して昇降できるた

　　　め、足場の移動、設置などの作業を省力化できる。

　②　型枠の移動、設置を足場の昇降作業とは関係なく行うことが出来るため、コンクリートの養生期

　　　間中に鉄筋組立て作業が先行でき、作業性の効率化を図ることができる。

　③　足場、型枠の移動作業には他の揚重機を使用せず、手摺などを設備した作業床内にて全ての作業

　　　を行えるので、高所作業での安全性を確保できる。

　④型枠の再利用による経費の低減だけでなく、既存の足場材の使用、昇降装置の転活用などにより

　　　資機材の有効利用も図ることができる。

　⑤　足場・型枠の水平移動装置を装備しているので、躯体の断面形状が変化しても足場と躯体の距離

　　　を一定に保つことができる。

図2，3，3　高橋脚の施工風景
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2．4　架橋条件にあった架設工法及び橋梁形式の選定

2．4．1架設工法と橋梁形式の関係

　本節では、ケーススタディーとして下図に示すような山岳部（制約条件が大きい）、及び平野部（制

約条件が少ない）の2つの架橋地点を対象とし、下図2．4．3の検討フローにしたがって、この架橋地点

に適した橋梁形式の選定を行うものとする。

　本ケーススタディーでは、地質及び環境条件等に付いては、特別な条件は設けないものとし、架橋地

点の地形（断面形状）をするものとする。

地形・地質・環境条件の検討

・欝　　（架橋地点の設定）

橋長の決定

図2．4。1　山岳部地形図

橋梁形式の抽出

橋梁形式の選定

1．経済性

2，構造性

3．景観性

等で選定

図2．4．3検討フロー

図2．4．2　平野部地形図
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2．4．2　山岳部におけるケーススタディー

（1）　架橋条件の整理

　ここでは、図2．4．3で示す検討フロー手順に基づき、以下に示すような地形的条件の厳しい山岳部（谷

の深さ約140m、幅約400m）を架橋地点として橋梁形式選定にっいてのケーススタディーを行う。

4 ；／

表2．4．1架橋条件の整理（橋長の設定）

概
要
図

コ

誕

謬
醸

概
纂
図

斡

誕

》

曖

①禦楼暴最短案鎌単純案

◇概要
・橋台施工可能最大高さまで橋梁区間を設定（→橋長最短）
・橋脚を設けない単純支間案。
◇施工
・下部工施工は、峡谷部での施工とならないことから容易。
・土工量が最少であることから、環境性に優れている。
◇適用橋種
・『吊り形式』の橋梁となる。（→上部工コスト大）

・③羅綴長最短纂》3径簡薬

◇概要
・橋台施工可能最大高さまで橋梁区間を設定（→最小橋長）
・橋脚を最適支間割り（0．8＝1．0；0。8）に設定。

・橋脚高さの適用高さを超過（→コスト大）
◇施工

・下部工施工は、峡谷部の最も深い位置での施工となり、工事
用道路およぴ桟橋等の施工が必要』

・橋脚の河川占有問題が生じる。
◇適用橋種
・『鋼床版箱桁』『トラス』『アーチ』形式の橋梁となる。

②　羅縞長叢短案…》2径間案

◇概要
・橋台施工可能最大高さまで橋梁区間を設定（→橋長最短）
・橋梁区間を二分する位置に橋脚を設置した2径間案
・橋脚高さの適用高さを超過（→コスト大）
◇施工
・下部工施工は、峡谷部の最も深い位置での施工となり、工事用
道路および桟橋等の施工が必要。

・橋脚の河川占有問題が生じる。
◇適用橋種
・『トラス』『アーチ』形式の橋梁となる。

④琴径閲案

◇概要
・河川条件による橋脚設置可能位置をコントロールして中央支間

長を設定．最適支間割り（0．8：L　O：0・8）から橋台位置を決定す

　る。

・橋脚設置位置や橋脚高さは②、③案より現実性のある案。
◇施工
・下部工施工は、峡谷部の深い位置での施工となるが、桟台や桟
橋等を用いての施工が可能。

・①案に比べて土工量が多くなり、下部工施工コストが大きレ㌔

◇適用橘種
・『鋼床版箱桁』『トラス』『アーチ』形式の橋梁となる。
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（2）　架設工法の選定

　1）鋼橋の場合

　　山岳部に適した鋼橋の施工方法を、図2．4．5のフローにしたがって選定する。

　．』鰍i難，

　架晩地点は　　　　　桁下までの　　　　　　　　　　　　　　　ケープ砂トンの鉄塔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　送出しトドが　　　　　　　　　　　　　　トラペ刃レツの
　陸上か　　　　　織入路はあるか　………哺噂o”’－…一一’。…’一　　　股働は可乾か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　確傑できるか　　　　　　　　　　　　　　組立は可能か

　．こ乱一一一、

1麹嚢睡鍛野　　　ル獣　　　　　　形式　　　蝿禦は
窪肇｝｛箪：…獲　　麟　　i

　　l一・撰羅鵬餐擁：饗｝・→

　　　　…1轟H：：盤：ト…1壷ト1

　　　　離譲一燃蔽謡景＿　　、＊．　照．藷＿
　　　　1灘鑛i灘蟹　i蕪翻灘鍵1
　　　　　　　　　　　図2．4．5　山岳部における鋼橋の架設方法選定フロー

　2）P　C橋の場合

山岳部に適したP　C橋の施工方法を、図2．4．6のフローにしたがって選定する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　罰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　闘

　　　　　　　　　幽醗㎜近圃稗ヤ，ド　　　構口怖　　　蜘隙地点

　　　　　　　　　　　　　鵬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　棚
　　　　　　　　ψ卜卜　　　分嗣　　　　　　　　　一鯉一ド　　　　　　　　 櫛　　　　　　　　打股方激　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囑剛

　　　　　　　　　　　　　　嶋　　　　　　　　　　　　　　　工　　岨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　逼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壇　　蟹神曳縛　　　　　術
　　　　　　　　　　　　頒　　　術踊障　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方睡

　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋼視地点勧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常贋侮　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　僧　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　力油
　　　　　　　　　稽　　　ブロック術　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上　　　　　　　　　　　週　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　　　　　　　　　階　　　　プレテン轍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腰　　　　　　点　　　　　　　　　　　　桁禦怖　　　　　　　　　　ブロック曇舎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蟹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　力諭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紬鱈　　　紳風縛　　　　　　　　　　　　　プレ榊跡　　　　　　柵鱒　　　　　　　　泌　　　　　　　　　　　　　精　　　　　　　　　　　　　榴聞噂に圏立
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鯉　　　　　　　　　　高繭臆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・口腰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鮨
　　　　　　　　寓棚瞬惨　　職　　　　　　　　　重量臼章　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ樋鳳上　　　　　　　　　　　　　　エ
　　　　　　　　壇曹　　　　　　　　　棚喚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プレキ？ヌト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブロッケ工准
　　　　　　　　　圏晒醤下　　　　　　　　　　　トレーラr劃匿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臓　　　　　　　　糊　　　 司　　　　　　　　　　　　　　不司『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一緬　　　纐押　　　　　　　　　　　　ブロック

　　　　　　　　下租月　　　　　　　　　　　の瓢阿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　燭屠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宜　　　　　　　　　写　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分　　　　　　　　　　　　　像

　　　　　　　　　　　　　　町　　　　　　　　　司　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム
　　　　　　　　㎝職　Φ瞥ン晒管’ン響　”聞濫虹欝　　　　　謹il醤　蒙…温　塁　蓼

　　　　　　　　　　トぴン　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　のゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 クレロじぬ

　　　　　　　　　　トザ　ン　　　　　　　　ぶ　　　ハエ　　　ヨはエは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ

　　　　　　　　　　　　　　　　棚響犠、灘難灘　議

　　　　　　　　　　図2．4。6　山岳部におけるP　C橋の架設方法選定フロー

ア儲宗は
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（3）　橋梁形式の抽出

　1）鋼橋の場合

　前項で選定した施工方法から、適用可能な橋梁形式を表2．4．2より選定すると、全ての橋梁形式にっ

いて適用可能であることがわかった。

　　　　　　　　　　表2、4．2　架設工法に適用可能な橋梁形式抽出表（鋼橋）

架　設　工　法

糟簗形藏

①トラッククレーシ

②ケーブルクレーン

③送出し

④トラベラークレーン

⑤フローティングクレーン

⑥台　　船

鱒ラツク妻旋一ン賊ント工法

ドラ駆ククレーンー括梁設工法

ケ蝋ヲルクレ・韓・ンペン摂工法

猿鵜譲籔雛響騰鰍灘擁難塔蕩

鍛一瓢灘幽簗獣翼　　鞍魏簿

灘繊難蕩　　　難
榮難撫籍難

トラベラーウ振一ンベント工法

慧簸i懸儒嚢螢鱒謬難難撒簗簾

ブローテインググレーンー括架設工法

フロ蝋ティンググレ關ンベント工法

台船一括架設工法

一括吊9よげヱ法

巣
義
桁

翼

籍
桁

◎

◎

○

騰

纏

綴

△

O

○

連
続
桁

翼

箱
桁

◎

△

○

罎

曲

線

桁

◎

△

○

灘

純

卜

ラ

ス

○

0

連

続

ト

ラ

ス

○

△

悪

路

譲

奮

チ

△

○

纏

事

路

口

藝

ゼ

△

O

下

路

難

該

ガ

重

△

鍵鐵
○

鍵簸
騰i難難

墨

擁

薫

1
テ

麟

懸

○

繊

O

纏

霧

O
○

○

△

○

○　◎

O
0
O

○

○

△

O

鷺　灘

　擁

0 0

盗

鐵

口

1
ゼ

土

路

筆

ン

ガ

1

う

｛

メ

ン

摺

O

△

擁

斜

張

犠

△

○

雛

垂

O

◎

　2）P　C橋の場合

　前項で選定した施工方法から、適用可能な橋梁形式を表2．4．3より選定すると、連続桁橋、ラーメン

橋、斜張橋、アーチ橋の4形式が適用可能であることがわかった。

　　　　　　　　　　表2．4．3　架設工法に適用可能な橋梁形式抽出表（P　C橋）

　　　　　　　　　　　　　　架設工法

橋梁形式

　ク
架レ
設1

　ン

架
設
桁
架
設

閲
定
支
保
工

移
動
支
保
工

　　簗

灘z

轍

単純桁梧

庄版橋 O
丁桁橋

プ膨テン桁 O
ポステン桁 0 O 鐵

合成桁橋 0 O
難
擁棚

単純桁橘錫所打ち桁）
中空庄版桁 O
箱桁橋 O

プレキャ卦桁架設方式連続椛

床版橋 O
丁桁橋 O O
合成桁橋 O O

連続桁橋

中空庄叛橋 O 0
箱桁橘 O O 籔 籔

版桁橘 O O

ラーメン橋

Tラーメン橋 O 鱗
雛逗続ラーメン嬌 O

有ゆジラづン梧 麹

その他のラーメン橋 O 嶽

斜張橋 O 鐵

アーチ橋 幾 建

※新工法・新技術（アーチ斜吊工法、合成アーチェ法、アーチセントル工法、ピロン式工法、メラン式工法、併用工法）　等
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（4）　橋梁形式の選定

　1）鋼橋の場合

　前項で抽出した橋梁形式を、適用可能スパンによる絞込みを行った結果、下表2．4．4で示す通り、8

形式が適用可能であることがわかった。

　　　　　　　　　　　　　　　表2．4，4　橋梁形式と標準支問長

稽罐形式
貰糊長㈲

ブ

レ

［

ト

源

1
ダ

5
ラ

品

雲

『

テ
系

単獅“・籍桁誕

建繍｛1・範轍

糞致主桁蟻純極

少敬主桁遷続権

鞍

轍純トラ敦

鱗灘纏

鰯i鷲

鎌麟灘
下路ランガー

鱒鰍撒

上路ランガー

澱附　嶺

纏戴雛

巖　　磯

　　　　甜　　　　　　　　　1⑤Q　　　　　　　　　箋閃
婁0　　20　　30　　40　　　　　60⊆　70　　8Q　　90　　　　　110　120　墾30　｛40　　　　160　170　1魏匪　1簸0

2鷺翼》　　　　　　250　　　　　　　50廷　　　　　　1σα匪　　　　　　200q　　　　　　2000

擁

傷募　電　鋤卿鰍

撚　難

灘灘護
鱗

韓　　蘇

聴

・懸　　齢欝輯　藝

、、畿 糞 難雍雛擁
i齢縮

、、醤凌・、聴　・ 騙灘鞭曲豊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　躍：操準的な支問長　　　　　　　E二二二二］二適用可能な支間長

　2）P　C橋の場合

　前項で抽出した橋梁形式を、適用可能スパンによる絞込みを行った結果、下表2．4．5で示す通り、有

ヒンジラーメン橋、斜張橋、アーチ橋の3形式が適用可能であることがわかった。

　　　　　　　　　　　　　　　表2．4．5　橋梁形式と標準支間長

　　　　　　焚悶長㈱
梯梁形式

10　　20　　3＆　　奪9　　　　　　60　　70　　80　　90　　　　　　110　12｛匡　1…｝0　1‘0

SO　　　　　　　　　田D　　　　　　　　　150　　　　　　　　　セαα　　　　250　　　　5BD　　　10毎旺　　　2qoO　　　2000

単範愉援
1プレ静計燈1

床腋橋 睡羅【フ’レテン柵〔クレーン架劉 酬

丁厳機
盤桁1、lllジ糊1、．潔般，架設桁架般〕

灘
　
　
　
　
　
　
　 馨　　　頚

舎成桁橋 睡錘§蚕翻　【ポ又テン桁】（クレーン架設，架設桁架設）

　単粍桁捷
㈲醐丁ち剛

中空床版擁 薩罫固定支肛） 饗
霜桁橘 〔固定支保工）

距　　　　　　　　　冨

ブレ総赴桁

架設方式
　遷続翫

床版靖 睡團（クレーン架劉
灘

華桁構 秘誘磐し架設，架設昏行架設〕
傷

含成桁橋 羅（クレーン架設．架設桁架設1
籍

達概桁構

璽禦床飯構 醗慰固定支保工，移動支保工〕

箱桁橋

瀞　　　腫（固定支保工1

　　〔移動支保工）
“　　　　　〔押出し架設1

（張出し架設〕

務雛

聴㌔’・獄鞘、獄獄

版桁濡 羅個定支保工，移動支保工1
魔餅　　　簸睡鋤

ラーメン橋

婁う一蔓ン橋 轟固轟騙搬出し
架設）

連読
ラ・籾揺

職・　　〔固定支保工）
聴、獄醗獄・、醗獄・ ・

も

’
・
、

有七ン鋼
ラ・メン揺

、聴’、聴、 、融、、、融　　騒

撒醗・・、℃・黙　　　　　【有ヒンジ固定梁橋】（張出し

その他の
ラ・メン橋

罵　　　　　固定支保工〕
　　　　　建．．．〔張出し架設1

　　　　　〔固定支保工）

斜張嬬 強
懸　i鰻頚　鰹鞭…燃 出し架設1

アーチ橋 ＿羅i梛灘 張出し架設、ロアリングエ法等）
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（5）橋梁形式の提案

以上により抽出された橋梁形式の中から、今回のケーススタディーとして、以下の5案を提案する。

提案1 橋梁形式：中路式変則アーチ案（鋼橋）

架設方法：ケーブルエレクション架設工法

提案2 橋梁形式：上路式連続トラス案（鋼橋）

架設工法：トラベラークレーン架設工法

提案3 橋梁形式：ダブルV脚混合案（コンクリート橋、中央径間は鋼桁）

架設工法：張出し架設工法

提案4 橋梁形式：吊り橋案（鋼橋）

架設工法＝吊橋架設工法

提案5 橋梁形式：鋼・コンクリート複合ラーメン案（鋼・コンクリート橋〉

架設工法：張出し架設工法

1）提案1：中路式変則アーチ案

機饗形疑

師伍簿図・

囎践弐牽則鍍一蚤

Elegance

（優美性）

Efficiency

（効率性）

Econo口y

（経済性）

外部景観

内部景観

施工性

構造性

建設費

維持管理費

アーテ橋形式であり、シンボル製が高い。

非対称アーテとすることで、非対称な地形とバランスしている。

アーチリブが橋上に存在するためやや眺望性に劣る。

コンクリートの現場打設による現場工期の長期化。

大きいため、ケーブルエレクション設備が大規模となる。

アーチアクションの構造性は高い。

傾斜面に下部工を設けるため、水平力を直接支持できる。

ケーブルエレクション設備等の仮設備費が高くなる。

下部工の施工は、他案と比較して安価となる。

鋼部材が主であり、規模も大きく、維持管理は困難。

定期的な塗り替えが必要。

図2．4．7　中路式変則アーチ案
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2）提案2　上路式連続トラス案

橋梁形誌

評価窺貝

よ路式述饒トラス

Elegance

（優美性）

Efficiency

（効率性）

Econony

（経済性）

外部景観

内部景観

施工性

槽造性

建設費

維持管理費

細い部材で構成されるため透過性があり、背景と調和しやすい。

ややシンボル性に劣る。

上路橋のため開放感があり、眺望性が良い．

中央径間の施工はトラベラークレーンのため比較的容易だが、

側径間のベント施工が困難である。

トラス構造とすることで無駄のない部材構成となる。

主な仮設備はベントのみのため比較的安価。

高部材が主であり、部材数も多く、維持管理が困難。

定期的な塗り替えが必要。

図2．4．8　上路式連続トラス案

3）提案3　ダブルV脚混合案

橋梁形猛

騨搭複日

壁ヴルV醗合

Elegance

（優美性）

Efficiency

（効率性）

Economy

（経済性）

外部景観

内部景観

施工性

構造性

建般費

維持管理費

対称な橋梁形式は、非対称な地形への収まりがやや悪い。

ダブルのV形状であることから、シンボル性は比較的高い。

上路橋のため開放感があり、眺望性が良い。

V字脚の傾きが大きく、吊りステージの上昇に難有り。

谷部に大規模な下部工を設置する必要がある。

V宇：脚とすることで、桁支間長を抑えられるが、基礎への作用力が

大きくなり、基礎工の規模が大きくなる。

V脚部の施工費は高いが、張り出し架設は比較的安価。

コンクリート構造が主であるため、維持管理は容易。

中央径間の鋼桁を定期的に塗り替える必要がある。

図2．4．9　ダブルV脚混合案
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4）提案4　吊り橋案

橋攣形戴

評価項目

吊り構

儒騨

Elegance

（優美性）

Efficiency

（効率性）

Economy

（経済性）

外部景観

内部景観

施工性

構造性

建設費

維持管理費

吊橋形式であり、シンボル性が高い。

桁下部分が大きく空いているため、やや空問的な収まりが悪い。

主塔がアクセントとなっている。

ケーブルや主塔が眺望をやや阻害している。

ケーブル定着部施工は大規模となるが谷部に下部工が不用。

本体を使用して架設するため、施工性は高い。

ケーブルにより桁を吊ることで、桁の曲げ応力が低減される．

吊り、構造であることから、部材に無駄が少ない。

吊り橋の製作・架設は高価である。

鋼部材が主であり、維持管理上は不利となる。

定期的な塗り替えが必要。

図2．4．10　吊り橋案

5）提案5　鋼・コンクリート複合ラーメン案

橋梁形筑

評価項目

鋼。コンクリート複合ラー誕ン橋

聯 騨

Elegance

（優美性）

Efficiency

（効率性）

Economy

（経済性）

外部景観

内部景観

施工性

構造性

建設費

維持管理費

シンプルな桁形式であり、背景と調和しやすい。

ややシンボル性に劣る。

上路橋のため開放感があり、眺望性が良い。

柱頭部ブロックの施工に難はあるが、その他の箇所は張出し架設となり

峡谷部施工に適する。

ラーメン構造とすることで、橋梁全体で安定する構造である。

架設時に生じる部材応力が比較的大きい。

鋼橋であるため、上部工重量を軽減でき、下部・基礎工の規模を

抑えることができる。

剛結構造のため、支承部の維持管理が不要。

定期的な塗り替えが必要。

図2，4．11鋼　コンクリート複合ラーメン橋
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2．4．3　平野部におけるケーススタディー

（1）架橋条件の整理

　本節では、平野部において連続高架橋を架設することを想定して、橋梁形式比較を行う。

図2．4．12　平野部イメージ

本検討において、橋梁建設に関して制約となる条件は特に無いものとする。

橋梁区間120m

橋脚設置位置制約無し 施工ヤード設営可能

一〇一〇 良質な支持層

一

図2．4．13　橋梁区問における架橋条件
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（2）　架設工法の選定

　1）鋼橋の場合

　架設工法を、図2．4，14より選定する。

本ケースでは、施工上の制約条件は特に無いため、

　　　　　　　　①トランククレーン”一…：r・…・一…窃一ブルクレーンー

　　　　　　　　　　　　　州圏

斑蘭事．

r，一

粟設電点は

　陸上か

潮回し又は楓櫓
設置は可能蝕

、難欝『

トラッククレーンベント工法が選定される。

r　’一⑤送出し・ 　　ハ　トラベラ　クレ　ンロい

1”脚写蔵’i　・

認i

F魏雛馨i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一⑦新■法’斬技術…一一1

　　　　L　　　一…＃：ll！：饗　L睡甦1二ll一一一

　　　　　　　　　　　図2．4．14　平野部における鋼橋の架設方法選定フロー

　2）P　C橋の場合

　平野部におけるPC橋の施工方法を、図2．4．15により選定する。

その結果、本ケースでは固定式支保工架設を選定される。
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図2．4．15　平野部におけるP　C橋の架設方法選定フロー
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（3）橋梁形式の抽出

　1）鋼橋の場合

　前項で選定したトラッククレーンベント工法が適用可能な橋梁形式を、表2．4．6より抽出する。

本ケースは、連続高架橋を想定しているため、単純桁は候補から除外する。

また、下路形式の橋梁についても、景観上好ましくないため、候補から除外する。

　　　　　　　　　　表2．4．6　架設工法に適用可能な橋梁形式抽出表（鋼橋）

　　　　　　橋梁形饗

架　設皿　法

購
純
樵
A
：
箱。
桁
）

遮
続
樽
濡
1
籍
桁
v
△

曲
線
桁
△

巣
繕
ド
ラ
ス

違
続
ド
ラ
ス

下
路
7
匪
景

燕
路
回
華
ゼ

欝
路
ラ
骸
ガ
韮

土
路
ア
垂
ヂ

上
路
口
1
ゼ

土
路
ラ
》
滋
1

ラ
1
メ
ン
招

斜
張
橘
’
髪o随ツクク勝一製

◎

i窪…・鰍難ii 製雛 怨鱗．．羅 搬i iii…雛灘萎鞭

陽黙クク膨一艶一括架設工鑑一

②ケー調瞼膨一シ
ケー勲腰レーン盛ン随；法 ○ ○ ○ ○ △ O ○ 0 △ ○

ゲー鋤騰膨クシ嚢ン議吊鱗工法 △ △ ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◎

ケー調騰墜タシヨン艦吊リエ法 △ △ ◎ ◎ ◎ ◎

③送出彰
送出獲馨法 ◎ ◎ O ○ O ○

架殺凝工法 O O ◎ O
④Bう鐵ラーウ腰一ン

トラベう一ウレーンベシトエ鑑 △ ○ ○ O ◎ ○

Eラペラークし一ン片持ち式工法 ○ ◎ ◎

⑤フ回一駅艦曜ケ骸一灘
7日一ラィンゲタレ欄勤一括架設工法 ○ ○ ○ O
7ロー緩イ簗グケレー鋭κント工法 ○ O O ○ ◎

◎登　船
台始閣括繋設工法 ○ O O O ○ ○

一指吊上げ工法 △ △

2）P　C橋の場合

前項で選定した施工方法より、適用可能な橋梁形式を表2．4．12より選定する。

　　　　　　　　表2．4．12　架設工法に適用可能な橋梁形式抽出表（P　C橋）
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O
O
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擁
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（4）橋梁形式の選定

　前項までに絞り込んだ橋梁形式の中から、支間長をもとにさらに絞り込む。

本ケースでは、経済性を考慮し、支問長を40～60mと想定した。

　1）鋼橋の場合

　　　　　　　　　　　　　　　表2．4．13　橋梁形式と標準支間長

2）P　C橋の場合

前項で抽出した橋梁形式より

　　　　　　　　　醗1標準的な支間長　　　　　　　E二二ニコ：適用可能な支間長

、適用可能スパンより橋梁形式の選定を行う。

　表2．4，14　橋梁形式と標準支間長

　　　　　　支問長麺）
橋梁形式

　　　　　　　50　　　　　　　　　1ゆ匪　　　　　　　　150　　　　　　　　分P0　　　2廟σ　　　田O　　　looo　　　200e　　　2◎o鹿

10　2e　ao　40　　　60　70　BO　⑬　　　1001201a〕艮D　　　U昏D　lア0旧019α

単純桁橋
（プ掛卦幣｝

床版猪 醗【プレ 1瀬i簿 ・ン架設）

…，……i諜、灘嚢iiilii 【プレ 畿雍 シ架詮）

ン桁】（クレゥ架設，架設桁架設）黙罰 薙1・壱照

含成桁揺 購繊i’】（クレゥ架設，架設桁架設1

　単範桁橋
（場所打5桁）

中空床版橋 蟹翻（固

醗雛…

霧鍛

醸　　　　（固定支保エ）

プレ矧断
架設方式

連続桁

床版偶 睡郵クレ

1帯檎
鯉〔クレ巽i

架設，架設桁架設〕

舎域桁橋 莚・ 毒魏i葬
架設，架設桁架設）

漣続セ行橋

中空沫版艦 翻個
　、‘．激

鰯額 移動支保工）

‡三ii箔照i＝≦iili

購騨
§．｝砂蕗

、轟i．醗

〔固定支保工）

保工）

〔押出し架設1

黙　　　〔張出し架設〕！、、繋・隔

版掩禰 騰翻〔 雛霧 ，移動支保工〕

ラーメソ橋

灘辮鷺iii…i 購，懸i
　「　　　　　『

．定裏保拙出し馴

i…iiil雛iil…

、穀　〔張出し架設）懸 轟支保工1畿、

iiiii辮i…i…ii…

黙懸．

、壇

醐　【有ヒンジ固定梁橋】〔張出し架設）

（張出し架設〕

鍵灘iiil 定編し糊
融　螺　誓 定支保工1

萎i……難 襲獲iiii難……ll …萎灘 〔固定支保工1
〔張出し架設〕縷鑛

罰藏　’語麗　叢藤・襲・　　　　　　　　　　　　　　　　贈・

欝纐iii
　謡鋸

．鰯峯蠣踪聾難蟹　　　　　’総照　　　．＝聾認瞭脳韻竃　　　　　　　　　　婿欝くモ彌購（支保工，張出し架設，ロアリング工法箏〕
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（5）橋梁形式の提案

　以上のように抽出された橋梁形式の中から、最終的に橋梁形式を選定していく。

　本ケースは、平野部の連続高架の一区間であるため、トラス橋、ラーメン橋など特殊な形式は除外し、

一般的な橋梁形式を採用することとした。

　その結果、以下の3ケースを提案する。

提案1　　橋梁形式：3径間連続鋼1桁橋（鋼橋）

　　　　　架設工法：トラッククレーンベント架設工法

提案2　　橋梁形式：2径間連続鋼少数主桁橋（鋼橋）

　　　　　架設工法：トラッククレーンベント架設工法

提案3　　橋梁形式：3径間連続PC箱桁橋（鋼橋）

　　　　　架設工法：固定式支保工架設工法

1）提案1　～3径間連続鋼1桁橋～

122000

支一長40000　　　　　　　　寅目　40000　　　　　　　　支偶長10000

50 9 0

6巳 言7 1 20 16 620 302500＝7500

750　　　9000　　　990990　　9000　　　750

図2．4．16　3径間連続鋼1桁橋案

表2．4．15　提案1の3E評価

橋梁形獲 撫価環目

3径間連続鋼1桁橋

Elegance

（優美性）

外部景観
シンボル性に劣る。

部材が多く桁裏が煩雑である

内部景観 上路橋のため開放感があり、眺望性が良い。

Effi　ciency

（効率性）

施工性
少数主桁橋に比べ部材数が多い。

鋼橋のため現場工期の短期化が図れる

構造性 通常の飯桁橋である。

Economy

（経済性）

建設費
上部工が鋼桁のためコンクリート橋に比べ高価となる。

多主桁のため部材数が多い

維持管理費
定期的な塗り替えが必要であり、塗装面積も大きい。

RC床版の耐久性が悪い
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2）提案2　～2径間連続鋼少数主桁橋～

1”000
60000 60000

図2．4．1

　表2．4．1

2径間連続銅少数主桁橋案

　提案2の3E評価

750 9000　　　　　　990990 9000 750

2370 2370 23702370 6000 6000

橋梁形弐 課価頓目

2径闇遵纏鋼少敷溢蛎礁

Elegance

（優美性）

外部景観
部材数が少なく桁裏は比較的すっきりとしている。

シンボル性に劣る。

内部景観 上路橋のため開放感があり、眺望性が良い。

Efficiency

（効率性）

施工性
鋼橋のため現場施工の短期化が図れる。

部材数が少ないため作業効率が優れる。

構造性
多種桁に比べ合理的な構造。

PC床版、合成床版の耐久性が良い。

Economy

（経済性）

建設費
部材数が少なく、コスト安である。

長スパンにすることで、下部工の工費を抑えられる。

維持管理費
塗り替えが必要だが、塗装面積は多主桁に比べ小さくなる。

PC床版、合成床版の採用により耐久性の向上が図れる。

3）提案3　～3径間連続P　C箱桁橋～

120000

40000　　　　　　　　　　　40000　　　　　　　　　　　40000

謁1

750 9000 990990 9000 50

1 0 15 150 口

2070 6300 2070 2070 0300 070

750

　0

図2．4．1　3径間連続P　C箱桁橋案

表2．4．1提案3の3E評価
薩梁潤鎌『『』 醤緬賑月

3経聞運欝．鱒糀橋

Elegance

（優美性）

外部景観
桁裏がすっきりとしている。

コンクリートボックスのためやや重たい印象となる。

内部景観 上路橋のため開放感があり、眺望性が良い。

Efficiency

（効率性）

施工性
コンクリートの現場打設による現場工期の長期化。

PC構造のため緊張作業等により施工が煩雑となる。

構造性 上部工重量がやや大きい。

Economy

（経済性）

建設費 RC構造に比べ、PC鋼材の緊張工等の特殊作業を必要とする。

維持管理費
コンクリート構造物のためメンテナンスフリー。

PC構造のため、クラック等の発生を抑制できる。
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（6）事例紹介　～連続RCアーチ橋～

図2．4，18　施工時

揮蟻

1）橋梁名　：南風原高架橋

2）施工場所：沖縄県

3）橋梁諸元：

表2．4．16　南風原高架橋　橋梁諸元

道路規格 第1種第3級A規格Vニ80km！h4車線

橋格 一等橋（B活荷重）

橋梁形式 下り線 上り線

21径間連続RCアーチ橋 20径間連続RCアーチ橋

橋長 L＝828m（39．Om×21径間） L＝780m（39．Om×20径間）

有効幅員 9．00m 9．00m

アーチライズ比 μ：1！4（尭9．250mεニ37，0m）

主要構造 補剛桁（RC床版0．55m）桁長78m×10連

アーチリブ厚0．80m橋脚高10～35m橋脚厚2m

基礎形式 場所打ち杭φ1200mm　（杭長10．0～18，0m）

4）デザインコンセプト

　周辺の自然環境との調和と開放的な桁下空間の確保を図った。

　最新の技術・工法を活用し、沖縄の石造文化を具現化した。

5）鋼製セントル支保工

　特徴

　　●セントルの横移動および縦移動は油圧ジャッキおよび移動装置を使用して行うため、移動作

　　　業が容易である。

　　●　トラスガーダーを2径間分用意し、転用する。

　留意点

　　●セントル移動時の転倒防止処理を行う。

　　●橋脚にブラケットを取付けるため、橋脚の断面力の検討を行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　101
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6）施工手順

①橋脚の施工

　　1　旨　誉　…1
　　瓢r・一…・・一滋一　＿．、…ン誌蓄　　．、褻

　　蟹　 熈　撚……－轍’～

②セ鎌トル組立薫．』霧一…をリブの施工．懸勲蕪海裟ウ蓼

③縦霧動桁架設、セントル移動

　　　〆騒継1＼／
，鱒鱒三鷺，

　　　　図2．4．19

④鉛直材の施工

・…一…一一強＿，1．．F，．、「．＿

漁類剛桁の施無

⑥橋面工の施ヱ

i畢

奪

蓮藷

誌

ii

li

南風原高架橋における施工手順

オ　■　■　■　■　■　，　』　，　，　，　じ　じし　ロ

ー墨鉦・・一．、、一

2．5　まとめと今後の課題

2．5．1まとめ

1）橋梁形式検討において、架設工法の検討を最初に行うことは、適用橋梁形式を絞ることができ、橋

　梁形式の第一次選定として有効であることがわかった。

2）山岳部の橋梁は、架橋地点の制約条件が比較的厳しい場合が多く、適用可能な架設工法が限定され

　る。そのため、橋梁形式選定の初期段階から架設工法を条件に計画を行うことで現実性のある適用

　橋梁形式の選定を行うことができると考えられる。

3）平野部の橋梁は、山岳部の橋梁よりも架橋地点の制約条件が少なく比較的施工条件の自由度が大き

　い。したがって、架設工法の選定では、経済的なトラッククレーンベント工法により桁橋が選定さ

　れることが多い。そこで平野部の橋梁においては、安易にトラッククレーンベント工法で桁橋を選

　定するのではなく、その他にも架設工法を工夫することにより経済性に優れ、かっ景観性、施工性

　に優れた橋梁形式があるかを検討することが重要であると考えられる。

4）コンクリート系の橋梁の場合、“型枠転用”という工夫をすることによって、平野部において桁橋

　以外の形式（南風原高架橋：上路アーチ）でも経済的に施工の簡略化を図れるケースもあることが

　わかった。

5）現地の架設条件によっては，景観面の配慮を行いながら、施工面において合理的かっ経済的な橋梁

　形式の選定も考えられる。

6）景観性と施工性は必ずしも対極に位置する性質ではなく、両方をバランスよく融合させた橋梁形式

　こそ景観性に優れた形式であると考えられる。
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2．5．2今後の課題

1）今回の検討ケースでは、搬入路や工事用道路等の検討を行っていない。また、下部工施工において

　　も施エヤード等の検討が必要であると思われる。したがって、橋梁全体としての施工工程を含めた

　検討を行う必要がある。

2）都市部における立体交差の施工法の検討

　都市部については、山岳部や平野部とは異なる立地特性を有しており、とりわけ交差点の立体交差

　化が検討されている。ここで、都市部おいては、急速施工や近接施工についての検討が課題として

　　あげられる。
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